
੦ ກ 2  ে 産 ਙ ध ઽ இ ਙ の ৈ ः   ৽ 

多摩ୠのの৽ৡਘ৲॑ॊञीؚૐ৺৲ृଡ଼ිତधःढञऒोऽदの ٴ
　 ੌのਤधधुपؚৗञऩૼのણ用॑യघऒधदؚে産ਙधઽஇਙ॑ৈीथ
　 ःऌऽघ؛

৲ਈुਏऩ৽੦ೕधुःअसऌజহのௌ੯॑ఒखؚ౻用の ٴ
　 ॑ॉऽघ؛

ऩਃভ॑ણر४のଡണृؚش多摩産材पणःथؚ東京ऩैदमのঈছথॻॖও ٴ
　 用खञ॑ۇۅன৫ख利用拡大॑ॊऒधदؚ木材利用पेॊઽஇऋ多摩ୠの
　 प൬੪औोथःऎؚਢ૭ચऩ୭のનয়पणऩऑथःऌऽघ؛

ㆤ ଡ଼ි整備の推進
ㆥ 多摩地域に適した施業の検証と普及
ㆦ 林業におけるॹジタルトランスフज़ーメーシঙン

ㆤ ૐ৺化の推進
ㆥ 適切なௌ働安全対策と౻用管理の促進
ㆦ 多ഓ的経営の促進

ㆤ ঈランॻイメージのଡ築
ㆥ 効果的な情報発信
ㆦ 公ુ施設における利用推進
ㆧ 民間施設における利用促進

ੁ ��� ૨ऩधਤૼのো

ੁ ��� ৽৬の৽੦ೕのਘ৲

ੁ ��3 多 摩 産 材 の 利 用 拡 大

੦ກ � ੁの৬௺
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◆ 林業の生産ਙを高めるため、ଡ଼ි【資料 3-7】の整備を推進するとともに、施業の
　 効૨化を進める必要があります。

◆ 施業におけるମ体的負担のೄや、木材の生産通の効૨化など、更なる経営力ਘ

　 化に向けて、進技術をா的に導入していく必要があります。

ੁ ���　૨ऩधਤૼのো

▶︎ 生産ਙや安全ਙの高い施業の普及とともに、ॹジタル技術を活用した様々なシステ
　 ムの活用を推進し、林業と木材産業の経営力の向上を図ります。

。市町村と連携し、林道の開設とともに、ใ設林道のଐを進めます ٴ

。現状では大機械の通行に対応していない林道について、拡幅等の高ૠત化を進めます ٴ

令和元年台௯ 19 ಀにより಼した数多くの林道について、森林所有者をはじめとする利用者 ٴ
　 等からの要望を౷まえ、計画的かつ着実に୮೮を進めます。

。ഠᄺ化がೃされる林道施設について、修等による長ํ୵化を計画的に進めます ٴ

。林業経営体等による森林作業道の整備を支援します ٴ

現状において多摩地域の林道の多くは大林業機械の導入がであるため、৵車を用い ٴ
　 た伐採・ဦ出システム【資料 3-8】のように、多摩地域の森林の実情に適した施業の普及を進
　 めます。
、地ᢺえや植栽に係る施業の効૨化に向けて、一ฮ作業システムやコンテナ၈の導入について ٴ
　 検証と普及を進めます。

多くのௌ力を要する植栽や保育に係る施業について、自ே੯に応じた植栽のഡ度化や、下 ٴ
　 刈り数のచなどについて検討し、コストのచにつなげます。（ગ掲）

林業経営体に対し、ॻটーンや地上ঞー२計機ஓなど、ॹジタル化された高ಖ度な森林情報 ٴ
 　を取得するための機ஓの導入を支援します。

ㆤ ଡ଼ ි ତ  の  ਤ

ㆥ 多摩ୠपిखञのਫ਼ध

ㆦ पउऐॊॹ४ॱঝॺছথ५ইज़شওش३ঙথ
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ঞー२計等により取得した森林情報を、森林作業道のଡ଼৭定や伐採ဦ出シミগঞーシঙン ٴ
　 に活用するためのシステム【資料 3-9】をଡ築し、ঘー२ーからの要望などを౷まえてଐを
　 検討することで、林業経営のਘ化につなげます。

木材の生産通におけるஔ情報をુ有するためのシステム【資料 3-10】をଡ築し、素材生 ٴ
　 産者や製材所等による活用を促すことで、原木の生産管理等の効૨化を図ります。

等の通信環境を整備し、林業జ事者のௌ働安全対策やᄕ૩対策に活پڶیＰہ山間部において ٴ
　 用することについて、他地域の事例を参考にしつつ市町村とともに検討します。

㌣ ৱમ 3��　 ଡ଼ිのયীध૽સ

ଡ଼ිは、効૨的な森林整備や林業経営にਂ可ಳな道ଡ଼のॿॵトワークです。

、ଡ଼ිのୌを成すເ୲的な公ુ施設で ٴ
　 主に大車の通行を୳定しています。

一ಹ車の通行も୳定し、ガーॻঞール ٴ
　 等の安全施設や๘ಎを整備しています。

⌚ଡ଼によっては、生活道ଡ଼や಼૩時の ٴ
　 ଡ଼といった多એ的な૽割も担っています。

林道等のୌをକ点とし、森林内により ٴ
　 高ഡ度にアク७スするための施設です。

林業経営体が森林施業を行うために利用 ٴ
　 し、主に林業機械（৵トラॵクஅむ）
　 の行を୳定しています。

経済ਙを確保しつつ丈でලಔなଡ造と ٴ
　 することが求められます。

　



。RZ PRZHU :LGH $UHa のറ。ਗ਼力かつ長での૮通信が可能な૮通信技術/پ

ਁ  
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ཱを用いた防૧ፆ資材と
コンテナ၈の運ဦ

ం３本؟コンテナ၈ క３本؟ᅄ၈

油ಓૄૐ材機と操ອ用૮জঔコン

割はൊ 35 度をதえるጩ地です。このような地੯でも生産ਙڱ多摩地域の森林の৺ ٴ
 　の高い林業技術を確য়するため、成 26 年度から「東京コスト林業技術の実証的開発
 　事業」を実施しています。
様々な高ਙ能林業機械による伐採・ဦ出システムを検証した結果、℄な森林作業道でも効 ٴ
 　૨的に作業ができる৵車௺によるဦ出間伐などが、多摩地域に適়していることを実証
 　しました。
پ中ঁーベスタ ٴ 1 や大タワーখーॲپ 2 等を用いた皆伐
 　システムについても検証を行ったとこौ、ใ設林道の幅員
 　やଶᅡのິ重等の੯から、適用ᆽ所は限定的であり、
 　加えて機械の価તが高いことから導入のメজॵトは৵さい
 　ことがわかりました。よって現状は、జ来のૐ材機پ 3 を
 　用いたཱ௺ૐ材の技術が、多摩地域の林業には必要と
 　えます。

一ฮ作業システムとは、伐採木のૐ材に使用するཱを用 ٴ
 　いるなどして、伐採とధ行または連続して地ᢺえや植栽を
 　行い、ગ造林に係る経費のచを図るものです。
多摩地域の森林で一ฮ作業システムを検証したとこौ、జ ٴ
 　来の人力のみの作業にૻस、大幅にௌ働負担をೄできる
 　ことがわかりました。

জঔコン操作が可能な油ಓૄૐ材機な ٴ
 　ど、జ来の機械と同等以上のਙ能を有
 　し、より安全でලに操作ができる林
 　業機械の開発・普及が進॒でいます。

一ฮ作業システムによりગ造林を効૨的に行うには、伐採 ٴ
 　の時期に়わचて植栽を行うことが必要です。しかし、జ
 　来から用いられているᅄ၈の植栽適期は、ஐやに限られ
 　ています。
コンテナ၈は、ᅄ၈とは異なり、உთがあることでᄩス ٴ
 　トঞスの୶を受けにくいと考えられ、ஐや以ਗでも高
 　い活着૨が得られると期待されています。
 多摩地域の造林地でᅄ၈とコンテナ၈の生長をૻຎ検証し ٴ
 　たとこौ、植栽後に௯૩やᄩ૩を受けた場়、जの後の
 　生長はコンテナ၈の方がરਜ਼であることがંされています。

多摩ୠपిखञᅇ఼؞ဦল३५ॸ

॥থॸॼ၈

ਤऩਃ༊

㌣ ৱમ 3��　 ে産ਙपऐञৗૼ

ฮ३५ॸ

پ 1 য়木の伐、௸い、玉切り、ૐ作業を一ฮして行う高ਙ能林業機械
پ 2 జ来よりもලにཱૐ材ができる人工支をಎ備した移動可能なૐ材機 پ 3
پ 3 ग़ンジン、動力伝達ಎ置、ॻラム（ดඕき取りჽ）などを備えたक़インॳ（ඕき上げ機）

都内の林業経営体の要望を
取り入れてଐ整備・開発した

৵車௺の林業機械
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樹་でખೝするঞー२光ٴ樹་でખೝするঞー२光樹་でખೝするঞー२光ٴ

৺ڰ点 � ⋻ 地એでખೝするঞー२光ٴ

એৈ
ೕৈ
་ৈ

木ॹータを用いたഡ度推定

ਝ

 

ఫ空ঞー२計により取得したॹータを基に、森林のয়木ഡ度や木ਜ਼の樹高、材など ٴ
 　を推定することができます。

東京都、市町村等をॿॵトワークで結ल、森林の所有者や資源量等に関する情報をৼ൩にુ有 ٴ
 　するシステムです。システムを通じて、森林情報の管理を効૨的に行うとともに、施業のૐ৺
 　化を進める林業経営体に必要に応じて情報を提供することで、林業経営のਘ化を図ります。

 ఫ空ঞー२計は、ఫ空機に࿌載したঞー२ ٴ
 　スキャナから地上にള数のঞー२光をසೝ
 　し、樹་や地એからખೝしてರってきた
 　ঞー२光を解ෲすることによって、標
 　高や地の状などを৹सる量技術
 　です。

地上からঞー२をසೝすることで得られる林 ٴ
 　内の３ઃ元画൸から、য়木の樹高、高直ྫྷ、
 　ශがり、材等を計し、主伐や間伐の施業
 　計画の作成や、収支見みのシミগঞーシঙ
 　ンを行うシステムのଡ築を進めています。

ঞش२ੑपेॊੲਾのણ用

東京ۈھڼॡছक़ॻ३५ॸ

㌣ ৱમ 3��　 पउऐॊॹ४ॱঝૼのણ用⋇

東京都

市町村

林 業
経営体

総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ） インターネット

■ 森林情報の閲覧、活用■ 森林情報の管理、更新

   データセンター

林地台帳及び地図、
森林計画図、森林簿
空中写真、路網データ、
レーザ計測データ
など

ঞー२計によって得られる、高ಖ度な地 ٴ
 　ॹータはใோ施設のཔや、ଡ଼ි計画の作成
 　に活用することができます。
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㌣ ৱમ 3���　 पउऐॊॹ४ॱঝૼのણ用⋈

木材のஔपउऐॊੲਾુથ

ᅇ఼ল材ੲਾ

ਏੲਾ

出材される木材の情報は、地上からのঞー२計【資料 3-9】や、木材検収システム（ૐ ٴ
　 した丸太の木ઠをスマートフज़ンなどで୶し、本数・直ྫྷ・材をලに計するもの）
　 などを用いることで効૨的に取得することができます。
શ情報を付与した 4R コーॻを丸太に付することでトঞーサঅজティの管理が可能とな ٴ
　 ります。
上記の情報をஔ情報システム（クラक़ॻ）にアॵプটーॻし、ਆ中やਆ下の業者とஔ情 ٴ
　 報をુ有することで、生産管理の効૨化を図るシステムのଡ築を進めています。

スマートフज़ンで木ઠを
୶し丸太の本数、

直ྫྷなどを計

丸太毎のશ情報を付与した
4R コーॻを付し、

トঞーサঅজティを管理素材生産者

【木材検収システム】

�8 森づくり推進プラン



◆ 都内の林業経営体の多くは৵ૠெ・ཧ細で、林業జ事者への待がે分とはえな
　 いことから、林業経営体の経営基ೕをਘ化することで収இਙを高め、適切なௌ働安
 　全対策や౻用の安定化につなげる必要があります。

ੁ ���　৽৬の৽੦ೕのਘ৲

▶︎ 林業経営体の経営の安定・向上を図るとともに、林業జ事者が安全に働き続けられ
　 るௌ働環境の整備を促進します。

森林経営管理制度を運用する市町村間の広域的な連携体制をଡ築します。さらに、同制度に基 ٴ
　 づき、森林の経営管理に対する所有者の意向について情報を収ૐし、意ඟ的な林業経営体への
　 ૐ৺化を図る市町村の業ਜを支援します。（ગ掲）

Ｓクラक़ॻシステムにより一ھ森林経営管理制度の運用に必要となる森林情報を東京都森林Ｇ ٴ
　 元的に管理し、市町村や森林組়等と連携して情報の修ਫ・更新を進めます。（ગ掲）

森林の所有ਥをଣಣする意向がある森林についても情報をし、意ඟ的な林業経営体に必要 ٴ
 　に応じて情報提供することで、ૐ৺化を進める取組について検討します。 

林業経営体による安全ಎ備品の拡充や林業機械等の導入を支援することで、施業の安全ਙと生 ٴ
　 産ਙを高め、林業జ事者のௌ੯のఒを図ります。加えて૫知活動やজスクア७スメ
　 ントなど、९フトએにおけるௌ働安全対策を支援します。

林業経営体に対し、福利ௐ生の充実など、林業జ事者が安心・安全に働くための౻用管理の ٴ
　 ఒに向けた取組を支援します。（ગ掲）

木工品の生産や林業体験ツアーなど、森林・林業に関連する事業をౢ業として経営に取り入れ ٴ
　 て収இਙの向上を目指す林業経営体を支援します。

。経営の多ഓ化に向けて、経営アॻバイ२ー等を活用する取組を支援します ٴ

ㆤ ૐ ৺ ৲ の  ਤ

ㆥ ిજऩௌ௮৸ৌੁध౻用ଵ৶のയਤ

ㆦ 多 ഓ  ৽  の യ ਤ

 ৬   ੌ

��3� ফ২पऐथ
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　 ㌣ ৱમ 3��� 多摩産材ੳ২

◆ 木材生産の収இਙを高め、持続可能な森林環と林業の経営力ਘ化につなげるため、
　 多摩産材の利用を拡大する必要があります。

ੁ ��3　多 摩 産 材 の 利 用 拡 大

▶︎ 多摩産材のঈランॻイメージや、多摩産材を利用することの意義を都民に広めると
 　ともに、ક宅や公ુ施設など、様々な用ಥにおいて多摩産材の利用を促進します。

の知名度を活用したＰＲなど、多摩産材のঈランॻイメージのଡ築に向けて取り組む「東京」 ٴ
 　関連団体等の活動を支援します。

産地認証に留まっている多摩産材の認証【資料 3-11】について、更にਆ下の木材製品にも認 ٴ
 　証の取組を広げていくことで、費者に対する多摩産材の認知度を高めるとともに認証制度の
 　信ਙの向上を図ります。

ঈランॻ化には品ସへの信も重要であることから、多摩産材の品ସの認証に向けた取組を進 ٴ
 　めます。また、木材の品ସ向上に向けたきめ細やかな施業を支援します。

製材所等の施設整備を支援することで、製材品の品ସ・ਙ能の確保を図るとともに、製材加工 ٴ
 　における生産ਙを高めていきます。 

ㆤ ঈছথॻॖওش४のଡണ

 ৬   ੌ

多摩産材認証制度とは、多摩地域で生育し、適ਫに管理された森林から生産された木材 ٴ
　 であることを証明する制度です。
森林所有者、素材生産業者、製材業者等でଡ成される多摩産材認証協৮会が制度を運用 ٴ
　 しています。
。認証材には、製材所からの出時に証明書థとシールが付されます ٴ
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をはじめとするイベントのほか、情報発信拠点「02&7,21」【資「多摩産材利用拡大フェア」 ٴ
 　料 3-12】など、都市部の施設においても継続的なＰＲを行うことで、より多くの施主や設計
 　者等が多摩産材の製品にඡれ、利用の意義を知る機会を提供します。

多摩産材情報७ンター【資料 3-13】において、引き続き多摩産材の製品や取ඞ業者に関する ٴ
 　情報をૐ৺し、発信していきます。

を౷まえ、都市部において、多摩産材をはじめとする国産「都民のଗ（ෘู）修基本計画」 ٴ
 　木材のＰＲをਘ化するとともに、木育を体験できる施設の整備を進めます。

多摩産材の利用が東京の森林の公இ的機能を高め、ཹಸのୖ題である地球温暖化対策にも貢献 ٴ
 　することについて、都民の理解を深めていきます。

人ઠ少や新コটナの染拡大により経済社会活動のೠ৵がೃされる中、市場ॽーズの ٴ
 　化を的確にኇえ、ક宅のଡ造材のほか、内ಎ、ሸをはじめとするਗଡ等において、多摩産材を
 　はじめとする国産木材の利用拡大を図る取組について検討します。

特定多数が利用するૹ業施設等における木材利用を支援することで、多摩産材を利用するこਂ ٴ
 　との利点や意義について、都民の理解を深めるとともに、శક宅分野における木材要の拡大
 　につなげます。

幅広い分野の製品情報をૐ৺したカタটグを作成し、設計等にଦഘすることで、設計మか ٴ
 　ら多摩産材の製品が৭උされるよう促します。

テঞワークの普及、ＳＤＧｓ、健康意の高まりといった社会の化に着目し、新たなଳ点か ٴ
 　ら製品の開発やଡ଼開ิを支援することで、多様な多摩産材要の拡大を図る取組について検
 　討します。

引き続き、都有施設等において૨的に多摩産材を利用するとともに、木材利用の拡大に向け ٴ
　 た機運のᅿ成に取り組॒でいきます。

。ય市町村の関連施設における多摩産材利用に対する支援の拡充を検討します ٴ

木材利用のノक़ঁक़が少ないય市町村を支援するため、都のアॻバイ२ーが公ુ施設の木材利 ٴ
　 用についてஃや情報提供を行います。さらに、多摩地域の森林・林業の現地ଳなどを通じ
　 て、ય市町村に多摩産材の利用を働きかけていきます。（ગ掲）

ㆥ  ટ  ऩ ੲ ਾ  ਦ

ㆦ ਁુਝपउऐॊ利用ਤ

ㆧ ড়ਝपउऐॊ利用യਤ
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国産木材（多摩産材）のड़フィス空間02&7,21 入ઠ

高知県の出展 ౡ木県の出展 ණ県の出展

㌣ ৱમ 3��� ব産木材のྟৡਦುਡ 「02&7,21」

　多摩産材をはじめとする国産木材の魅力を様々なଳ点から伝える拠点として、令和 2 年 12 
月に 02&7,21（ঔクシঙン）を開設しました。

。では、都市と森林をつなぐ一つの方法として、ड़フィスの木ସ化を提案しています 7,21&02 ٴ

。ଞ設スペースには、多摩産材を生かしたコン७プト家や内ಎ等を展ંしています ٴ

。全国地と連携することで、多ཪな企画展や७ミナーを開催しています ٴ
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多摩産材利用

多摩産材ੲਾ७থॱش

ਲ਼େీ৺

ঐॵॳথॢ

多摩産材ஔ 多摩産材利用
⋇ ৼ

多摩産材ஔ
⋉௦

⋊ੲਾ⋈ৼઍ

　多摩産材情報७ンターでは、多摩産材の利用拡大と、多摩地域の林業・木材産業の活ਙ化を
目的に、利用者と供ஔ者とのマॵॳングを行っています。

多摩産材の製品や৹達方法に関するৼษઠとして、多摩産材を取ඞう業者から収ૐした情報 ٴ
 　を基に情報提供します。

。ৼ方法は、ษઠへの来訪のほか、メール、ਗ਼ਵにて対応します。ৼ料は૮料です ٴ

多摩産材の広報・PR のために、毎年 ٴ Ҧ 多摩産材利用
 　拡大フェア ҧ を開催しています。

製材業者のほか、建築用材・家・ᔗஓ・木工品等 ٴ
 　のメーカー等、多摩産材を取りඞう多くの企業や団
 　体が参加し、多摩産材を使いたい方々とのઐが行
 　われています。

㌣ ৱમ 3��3 多摩産材ੲਾ७থॱشのੌ

ଲષृ৹पঢ়घॊৼৌૢ

多摩産材पঢ়घॊઁਾ35؞
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神ি明神ધ化ઐை ('2&&2

PaUN &RPPXQLW\ .,%$&2（木場公園） ७ঞड़八子

京あजलの森 +8*+8*（野市内） *R((1 6PR,1*6（য়ਆ市内）

৵ি 参ଶക

ড়ਝपउऐॊ多摩産材の利用হ
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